
 

  



 

～講評～ 

大問１は特に問題となるところはありませんでした。 

大問２は、混合塩の溶解度でイオンの組み換えによる塩の析出が出題され、解いたことがない人は難しかったか

もしれません。水和物の質量変化と化学式は、硫酸銅(Ⅱ)五水和物でよく見かけるもので、同様の変化をすることが

分かれば、最終生成物が CaO であることも明示されていたので難しくはありませんでした。 

大問３は酢酸を水酸化ナトリウム水溶液で滴定したときの滴定曲線と pHの計算で、よく見かけるものでしたが、

滴下量が V(mL)と文字であらわされていたところが少し解きにくかったところではないでしょうか。V(mL)を使っ

て表す問 2 の(ⅱ)や問 3 の(ⅰ)はミスしやすいところと思います。 

大問４は問 2 の樹脂の熱的性質の正誤は答えにくかったかもしれません。問 4 の合成樹脂の計算はよくある問題

ですが、アジピン酸ジクロリドで反応させたので、H2O ではなく HCl が生じることが分かれば質量保存の法則でも

計算できたと思います。フェノール樹脂の付加縮合による中間生成物は与えられた反応式を見ればできたと思いま

すが、知らないと思ってよく考えなかった人はできなかったかも知れません。 

 

例年通り大問４題で、大問１が小問集合、大問２がアルカリ、アルカリ土類金属に関する問題で溶解度や水和物

の加熱による質量変化と化学式、大問３は滴定曲線と電離平衡、大問４が合成高分子でした。 

大問３が少し難しかったかもしれませんが、全体的にはこれまでとほぼ同じような難易度であるように思われま

す。なので、75％くらいは取っておきたいところです。 

 


